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北海道における人畜共通感染症の研究

3.横川吸虫被奨幼虫の這内各河川産

ウグイ類への寄生状況

北海道で住民を対象とした横川吸虫症の鋤査は極めて

少なく,旭川近文在住のアイヌノdo0名(藤非ら,1926)

と全道住民2,211名(Ritchie '慰 dl.,1954)の検査で,

それぞれ2名の虫卵鵬性者が発見された課告があるにす

ぎない.このため,従来から道内の本症患者は極めて少

数であろうと推定されてきた

一方,第二中朋富主の胴査によると,道内の日本海側

古平川σX"に被艇幼虫が認められた.ところが,これら

の鮎は琵琶湖において感染した個体がそのまま移殖され

たものであること,また北海道内の河川の水温は,セル

カリアまで成青tるために必斐な温度に迷tる期問が少

ないので,その生活環が完結しないと考えられてきた

G形井・火島,19郎).しかし,薯者らがこれまでに得

た結果によると旭川市内と周辺で捕獲された野犬に本郁

成虫を認め,また市内河川のウグィ(フ"力010d0πlm・

ι0加加is)とエゾウグィ(フ',"0ι)に本種被妻幼虫を発

見した C宮本.久津見,1978 a,、).このように横川吸

虫は道内に士貯していることが明らかになつたので引続

き道内各地のウグィ類の調査を笑施した.削回のウグィ

類0)「澗査は旭川市内の3地点に限られていたので,今同

は凋査地点をふやし,道内の主要6河川の21地点とオホ

ーツク海沿擇の1地点の合計訟地点において魚類を姉獲

し,本種被褒幼虫の寄生状況を需べた.とくに披妻幼虫

が多数認められた石狩川の魚類については,その再現性

を胴べるため,1977年,1978年の 2年問の結果を比鞁検

討した.

検査材料.各調査地点でウグィ類を捕獲して材料とし

た.1977年6月19日の翻査地点は旭川市内の汰の7地点

で合計67匹を捕獲した.江丹別川(A嵐山),石狩j11(D

永山),牛朱別川(Eパルワ゜, F桜岡),米飯川(G追

ケ))一忠別川(H大正橋),美瑛川(1新開橋).1978年

5~10月問には19地点で合計四7匹を柿獲した.石狩川

(B江丹別, C常盤, D永山, K河口, M沌川),米飯川

(G追分),忠別川(H大正橋),牛朱別川(F棲卿D,発

郷川(L琴似),天塩川 U思根内),鵡川(N河口,0

春日),沙流川(P河口,Ω平取),十勝川(R千代田,

S幕別),釧路川(T河口. U鶴居),浜頓別へり(Fig

1).このうち旭川市内で2年問同一場所で捕獲したの

は永山,桜岡,大正橋,追分の4地点である.

1977年に検査したウグィ類は種の同定を行なわなかつ

たが,均袷年の魚は頭部側線感覚器の配列(小野寺・本

問,1976; Kurawaka,197力および浮袋の形態 a」Π畑,

1972)などを観察してウグィ(rl'io010d0π1叫'0加那io,

エゾウグィ(r."0')およびマノレタウグィ(T.'ac.a・

討Owski0 の3種に分類した,

今回の調査成績には前報(宮本・久津見,1978b)で

述べた1977年の65匹,1978年の30匹の結果は含まれてい

なし、

検査方法;旭川市内各地点(A~ D のウグィ類は最

大のものを10匹選び,他地点ではナべての個体を検査す

ることを原則とした.

被褒幼虫の検査には,魚体片側を材符としたので,回

収した幼虫数を2倍したむのを魚1匹当りの総寄生幼虫

数とした.石狩川水系魚類はf前報で述べたビとく筋肉

材料および方法

本研究の一都は,昭轟153年疫北海道科学研究讐によっ

て実施された.記して感謝の意を表す.

( 1 )



"

'【■^t■U "Y卑r

15hlLor,"吋Er

t5両ι'otι rN■r

3

ユ

ム$1ⅢK'M"訂;¥

D

Fig.1 Map showing t1祀 DaTne of

Vers and one seashore surYeyed in

ido, Alphabets indicate the point5

yed,
1.'re511io Tiver

2.15hikaririYer

3. Mukawa river

4. S3ru rivet

り"U島■tlu nNr

6

H

P

息1■1 "蛇r

Pelr口'1 tlY0ぜ

106.0個,マルタウグィは最高126個,平均釘,0個であつ

た.

以上の結果をまとめると検査したウグィ類総数は497

匹で寄生率は18.フ%(93/497),平均幼虫寄生数は91.フ

個であり,これらのうち石狩川水系での寄生率は66.2%

(92ノ玲9),平均幼虫寄生数は92.7個であつた.

これら回収された被嚢幼虫は褒内で運動を行なう.ま

た,口吸盤,腹吸盤,咽頭が認められ特に排池嚢内の穎

粒は褒周辺部に辺在し,その中.D割効工透明でA北tagωル

肌榔属の特徴を備える.これらを犬に経口投与すると

成虫に発青した.

一方,横川吸虫以外の被糞幼虫は2河川の魚の表皮と

筋肉に2種類認められた.すなわち,十勝川産エゾウグ

イフ2匹中Ⅱ匹から 199個,および捌1艷川産ウグィ能匹中

8匹から130個が検出された(Fig.3).これらを被嚢幼

虫 NO.1, NO.2 とtる.これらは横川吸虫被褒幼虫に

比鞍して大型で NO.1の計測値は平均338.5×376.5μ,

排池妻はS宇状,幼虫は護内で蛇行逐動が認められる.

また NO、2は四6.9×519.1μで幼虫体周辺に黒色穎粒が
帶状に分布する.幼虫の遅動性は認められない.これら

をチャイニーズハムスターに経口投与したが成虫を回収

することはできなか0た.

次に石狩川水系で捕獲したウグィ類は66,2%四2/139)

の幼虫寄生率,その平均幼虫寄生数は92.7個であつた.

これらを旭川市内群と市外(滝川より河口)群に分けて

それぞれを比較した(T北!e2).市内群では寄生率95.5

%(6U67),斗ι均寄生数124.8個,市外群は寄生率絽.9

%(28/72),平均寄生数19.3個であり,市内群と市外群

では魚種の拙成は等しくないが,市内の魚に高率な感染

が認められた.

旭川市内群の高感染率の再現性を求めるために,197フ

年と1978年の成織を比較した(T合bl.3).被艇幼山寄生

数は,1977年にE地点で平均450個(最袖Ⅱ,9那個)とい

う高い成績が得られたため1978年より多いが,これを除

くと両年で差があるとはいえない.1977年には調査した

7地点中A地点のウグィ類の感染率が印%であ0た以外

はすべての魚に幼虫が検出された.1978年にはD地点が

80%, H地点が90%の寄生率を示したが,他地点では100

%であつた.各年別の寄生率に差は認められなかつた.

さらに,この2年問に同一地点(D, F, G, H の4個

所)で調査したが,これらの寄生率は100%(36/36)と

92.5%(37/4の,被嚢幼虫総数は5,837個と4,竒0個,平

均寄生数は162個と123,5個となり,年により若干の変動

はあるが,有意差は認められなかつた

から幼虫は検出されなかつたのでウロニ,表灰のみを検

査した.幼虫の検査方法としてウロコは人工胃液(ペプシ

ン 1.5,000,2.6g,塩酸7ml,蒸留水1,ooomD を加

え,37C 恒温器で 1時問保温,ウロコ表面に付着した

粘液物質を除去後,また衷皮はそのままガラス板上にひ

ろげて実体顕微鏡下で観察した.

他地点の魚類はウロコ,表皮のほかに筋肉も検査し

た.回収した被嚢幼虫は前報で述べたビとく,大きさや

排淋褒の形態的特徴を確認後,犬に投与し,成虫に発育

させて種を同定した.
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今回はじめて検査した天塩川お匹,沙流川52匹,十勝

川86匹,釧路川63匹,浜頓別玲匹のウグィ類には横川吸

虫被獲幼虫の寄生は3忍められなかつたぐ「丑blel).

徐に,これもはじめて調査じた郵川では66匹捕獲し

た,このうちエゾウグィ32匹とマルタウグイ 4匹には幼

虫寄生力珪忍められなかつたが,ウグィ釦匹中1匹のウロ

コに形態が横川吸虫のそれと類似する被嚢幼虫1個を検

出した(Fig.2).これは感染実験を行なわなかつたの

でハ1etag0πhN"S SP.とした.

石狩川で幼虫寄生の認められたウグィ類92匹を魚種別

にみると,ウグィ訟.フ% a7/52),エゾウグイ 88.0%

(73/83),マルタウグィ50.0%(2/4)で,エゾウグイが

高感染率を示した.また寄生幼虫数はウグイで最高254

個,平均寄生数は謁.6個,エゾウグィは最高4謁個,平均

Tokachi Tivet

KU5hiTo rivet

Hameto"betsu

Slx rl-

Hokka・

Surve.

,
.

岡
,

5
 
6
 
1



Locality

1. Teshio river

1'able l

2.1Shik且τi rlvet

P丁evelence rate5 0f infection 、vitb Aleι女g01ιil,ι"ぶ SP.
me甑CerC日τiae in the dace (1978)

Species

'r.11 *

T. e

3, Muka、va river

Fi5hes

Exatnined lnfected(96)

4. sarⅡ rlver

T. h.

1. e.

'「. t.

.1fe'"goJN',""S
the scale of

5.'1'okachi liver

T. h.

T, e.

T. t

438

6, Kushiro tiver

T. h.

、1'. e,

T. t.

17(32.フ)

73(88.の

2(50.の

1( 3.3)

Fig.3 Photomicrogrophs of unidenti6ed
metaceTcariae NO.1 1eft) 11nd NO.2 (righo

encysted on 血e epidermis and in 小e mu・
Scle of dace in both Tokachi and KU5hiro

フ. Hamatonbe15U

Total NO.

'「, h.

T. e.

T. t.

91.フ

ハ'1etacercaTiae

'1'ot丑1

Nlaximum NO,

*'「.11、-T/'i力010d0π h"ι011e/1,ゞis (ugui).

'1',1.フ'.1a"士'UI010lkリ'i (Maruta・ugⅡi)

657

フ,Z妬

134

考察

北海道における人畜共通寄生虫感染症研究の一環とし

て横川吸虫を対象に調査を行なつた.すでに野犬におけ

る寄生率,第2中問宿主の本極被妻幼虫寄生状況につい
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旭川市内河川で1978年に捕獲された魚の体重は平均儒

g で,前年の107g に比鞍して小型であうた.こ九と寄

生幼虫数の開係を 121{川について検討したが,相関は認

められなかつた(τ=0.156, Fi容.4 )
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NO.
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2

64

1
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NO.

in(ected(96)

2QO0.0)
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Iaoo.0

04 95.5

15( 30.0)

15( 63.2

1( 33,3)

28( 38.9

92 66.2

Loca"1y

Table 3 1ncidence rates of infectlon with AI.),0ιog4τoai metaceTcariae

iΠ小e dace in Asa、ik且鴇'a city

Total NO.

Metacelcariae

124.8

Body・weight(g)
Aリerage

M宜X.-Min.

A

185

フ,675

126

フ,986

469

64

8

541

8,527

FIS、es

1977 σⅡly 19)

B

Meximum NO.

67

(聞 51

Infected

/
Examined

182

438

126

E

Aveta8e NO.

92.5

125.8

126.0

124.8

31.3

4.3

8.0

19.3

92.フ

108

(192-72)

100

225 58

73

1伽一 54

71

a41-4の

145

210-101

188

(390-97)

107
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F
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NO.

254

24

8

ND
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NO.
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262.1
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比粧してみると,やはり市内群は笥生率で1.5倍.寄生

数で29.3倍の商率であ0た.この原因は終宿主であるヒ

ト.犬などの成虫保有率,カワニナのセルカリア保有率

やウグィ類の生態などによつて説明されなければならな

い.これら終宿主や力ワニナに0いては近年調査が実施

され,その実体が明らかにされつつある.しかしながら

ウグィ類の生態は種によつて異なり,特にウグィは淡水

生活型,海永生活型,混合型と複雑な型があり,い十れ

の型も産卵期(石狩川では6月)には河川に糊上する.

マルタウグィは河川汽水城と海岸に生息、し,産卵期には

河川中流城に削上,エゾウグィは淡水生活型とされてい

る C宮地ら,197励.このようなことから,今回捕獲し

たウグィ類が実際に石狩川流路延長268.2km をどのよ

うに移動してぃたものかは充分に知られていない.ウグ

イ類の生態,特にその行動は本極幼虫寄生と裟接に関連

するものであるから,今後魚類学の分野におけるこの方

面の解明が捌待される.

旭川市内のウグィ類については,19π年と1978年の同

時抑に検査したが,幼虫寄生率は94.0%と95.5%と刷率

の成績である.また平均幼虫寄生数は191.4個と124.8個

で前年に多かつたが,これは多数寄生魚(メタセルカリア

数615個,647個,フ73個,1,991個)が検査した63匹中に

4匹含まれているためで,これを除くと両年ともほぽ同

様となる.この結巣から、ウグィ類,特にエゾウグィは

限られた樋囲内で行動しているものと推測された.また

島根県姦i.1t川産アユの被褒幼虫数は中流城の魚に多く,

上流や下流では低いとされている G髭井,1966).アニ

とウゲイ類の成績を同一悦して比較することは困延かも

知れないが,今回の石豹リ11も中流城(河1:はり157.okm,

流路延長2聞,2km)の旭川市内において寄生率が商いこ

とになる.

アユの幼虫寄生数に関して便宜上感染指数が捉唱さ

れてぃるが(大島ら,1966),ウグィにもこれを適用し

うるものとして取扱われている(吉村ら,1972).旭」!Π行

内はウグィ類の司ι均幼虫寄生数が両年とも124.8と191.4

個であるから,これを丁ユに准じて分類すると軽度感染

地帶となる.しかし1977年には幼虫寄生数250~450個の

中等度感染魚が171匹,500~950個の高度感染魚が3匹,

1,0ω個以上の濃厚感染魚が1匹検出されたが,1978年

には中等庶感染魚が5匹のみであつたことを考えると,

年により寄生数に多少の差が見られる.

これまでマルタウグィにういては横川吸虫の第2中問

宿主としての可能性が確認されておらず,その検討が必

要という提案があった(横川,1966).今回ウグィ奨iの

Fig.4 C0訂elabon o{ body
dace (2'1'i厶010d0π SPP.)、vith
melncercaTiae infected,

100

湾産のシラウォでは幼虫寄生は認められなかつた(影井

ら,1975)という報告があるにすぎなかつた.そこで今

回は,本種幼出寄生が認められたウグィ類の生忠、する石

赤判11に,さらに未調査の5河川巴 1海浜を追加した合計

22地点を選び,広く道内に土着するウグィ類を対象とし

て,本種幼虫の分布状況の朋査を突施した.

その結果,天塩川,沙流川,十勝川,剰1騰川および浜

頓別のウグィ類合計292匹では,そのtべてに本種幼虫

を発見することができなかつた.

一方,前報と同様に石狩川本流と各支流河川のウグィ

類に幼山寄生が認められ,特に旭川市内では商率であつ

た.すなわちその寄生率はウグィ32.フ%,エゾウグィ

聞.0%,マルタウグィ50.0%で平均66.2%であつた.
^
^

れらウグィ類を旭川市内産と市外産に分け,寄生率,幼

虫寄生数を比較してみた,市内産ウグィ類は市外産に比

較して2.5倍の寄生率,6.4倍の寄生数を示した.この両

地区は魚稲構成数が異なるため厳密な比較はできない

そのため両地区ともに捕獲数の多いエゾウグィにういて
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同定を十分に注意して行つた結果,石狩川水系で捕養し

た 139匹のうちから4匹のマルタウグイが検出され,そ

のうち旭川主滝川の各1匹に126個,8個の被褒幼虫が

発見され,少数であるが第2中問宿主となることが確認

された.

一方.石狩川以外で翻川のウグィ30匹中1匹のウロコ

から本属幼虫1個を検出した.しかし,成虫を得るため

の感染実験は行なわなかつたので,極の決定は今後の調

査に待ちたい.

北海道におけるこれまでの報告をみると,旭川のアイ

ヌ人(藤井ら,192句,道内の住民(Rito、ie " 01,,

1954)に各2名の本種虫卵保有者の例,札幌の野犬から

高橋吸虫(神谷ら,1975),旭川周辺の野犬からの横川

吸虫(宮本・久津見,1978川などがある.これらがい

十れも石狩川に沿つた地域に分布していることは,今回

の第2中間宿主訓査成績と関連深いものと考える.

一方,名寄地区の野犬37頭の検査で横川吸虫寄生が認

められないことや(宮本・久津見,1978田,沙流川沿

いに住みウグィ類を摂食tる習慣を持つていた日高町平

取のアイヌ人(萱野,私信1978)は,検査で横川吸虫卵

が認められなかつたこと(藤井ら,192田は,薯者らの

成績を支持するものと推測される

北海道内では,石狩川のウグィ類だけに本種被褒幼虫

が多数寄生tるが,これは古来から存在したものか,あ

る時点で輪入されたものかは判別できない,しかし石狩

川流城は全国各地から多数の人々が屯田兵として入柿し

ており(1.原, 191心,このなかでも旭川への定住の時

期が鎧も古いことから,本"1浸淫地から輪入されたこと

も考えられる

今回のウグィ類闘査における対象は横川吸虫被優幼出

であるが,他樋吸虫幼虫やアニサキスの寄生も認められ

た.司・なわち・1・勝川と捌1恊川産ウグイ類の表皮と筋肉か

ら吸虫被甕幼虫が検出されたので,その一部をチャイニ

ーズハムスターに感染させたが成虫は得られず,種の決

定はできなかつた,一方,2匹の捌1略川産ウグイの筋肉

から各1匹のアニサキス 1型幼出を検出した.これま

で,新潟県(火鶴ら,1968),長野県印島沌,1976)で

も同様の報告がある.また牝海送日高町」向佼の男性(37

歳)が,ウグィのヌタ料理摂取によるアニサキス症佃K矢

崎,私信'1979)が知られ本症の原因魚となることも明ら

かになつた.

横川咲虫の第1中間宿主である力ワニナ(S伽'則記0・

ψiた↓ n6CπhM)は旭川市内に多数生息、しており,また

本種セルカリアの感染も認められ,その一部を報告した

(宮本・久津見,1979)が調査は理在も継続中で詳細は訳

回隷告の予定である.

北海道内の6河川を選びその21地点および浜頓別(オ

ホーツク海)の合創22地点でウグイ類を捕獲L,横川吸

虫被嚢幼虫寄生状況を細べた.結巣は次のビとくであ

る.

1.天塩川,沙流川,十勝川,釧路川,浜頓別のウグ

イ類292匹では被獲幼虫の寄生は認められない.石狩川

での寄生率は66.2%四2/139),被妻幼虫平均寄生数は

92.7個であつた.鵡川では66匹のウグィ類を検査した

が,そのうち 1匹のウグィにハ1"ag0πh"加 SP.の被艇

幼虫1個が認められた.

2.石,、""流城12地点を旭川市内と市外に分けると,

市内の魚は寄生罫玲5,5%(桝/67),平均被嚢幼虫嵜生数

]24.8個(最高4怒佃)であるが,市外の魚では嵜生率

謁.9%(認ノフ2),寄生数19.3個(量高254個)であつて

市内の魚に高率な寄生が認められた.

3.旭川市内の石狩川本流,支流のウグイ類について

1977年と1978年の寄生率を比較した,1977年は 7地ノ系で

寄生率94,0%(63/67),平均被獲幼虫寄生数191.4個(巖

商1,9田個)であり,1978年は6地点で寄生率は95.5%

(融/67)と変らないが,幼虫寄生数はやや低かつた.

4.今回の石狩川調査で捕獲されたマルタウグィ

(Trl'ιoiodω, m"a/10WSιi0 4匹では,旭川と;竜川か

らの2匹のウロコにそれぞれ126個,8個の横川吸虫被

糞幼山が認められた.この結果からマルタウグイを本種

吸虫の新らしい第2中間宿主として追加した.

まとめ

稿キ共る:"汽り,ウグィ捕獲に御協力を賜わつた下記

の詣氏に対L感謝の意を表します,土井陸雄(旭j1Ⅱ足科

火学),神僻証リ」(北海道人学獣医学部),,"井武久(上

川支庁),三浦巌(水産庁北海遊ざけ,まナふ化場天出支

HI),剤1"11溢夫,田浦久雌(水産庁北海道さけ,ますふ

化出十朋支場),東郁雄(鵡川漁業協同組合),商橋耕治

(門別町富浜撫業協同組合),片石懲(北海道さけ,ます

常殖協会釧路支弓D,今,"罷,鰹田f"尖(北海道水産資

涼技術開発協会).また,ウグィの向定に関し御教示を

頂V た加畑雅章氏(北海道指導池業協同組合連合会),

チイイニーズハムスターを御恵与腸わ0た本学美司'千T1哉

教投に深謝致しまt.本調査の遂行に当り本学伝法将代

子氏の協力に感謝する.
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Abstract
E.....ー....^..,.ー.,..^:

STUDIES ON THE ZOONOSES IN HOKKAIDO

PREVALENCE RATE OF iV三rAGONI」1Us y0κOGAWAI

METACERCARIAE ON THE DACES OVER HOKKAIDO

In tHe preリioU5 reports, the author5 have 丘rstly noted on the adult $pecimens 0{.、1.

y0轟og4鶚,aifrom Sけay dogs and its metacercariae on 小e dece (Tr!'6010d0π hαι0πι11S15 and r.

e々oe) at A5ahikawa city in Hokkaido.

The preseDt papet deals wlt、 the metacerceriae of .V.),0ι4g4τ0五ion 564 daces c0Ⅱected

at 21 Points of six "vers and one sea$hore. The metaceracTiae wete foLlnd on 仙e majority

Of the daces o、tained from 小e lshikari・waters in A5ahik丑We clty and exceptionaⅡy one me始,

Cerceria in Mukawa river.

T11e rete of infestation with metacercatiae were 66.2゜0 小τOU宮110ut ale 15hikari rlver

and the numbeT of metacercaTiae were 92.7 in averege in 1978, The number of metacercariae

Were compared on 血e dace c011ected i口Side and outside of Asa"ikawa city.1t was shown

that 小e rate of infestation and t、e average numbeT of metacetcariae were 95,5 ゜o and 124.8 at

the in5ide of A5ahikawa and 38.906 皐Πd 19.3 at the outside of the city, respectively. NO

m且τked diHerence was observed betwee" 1977 and 1978 0n 小e lnetaceTcariae on the dace in

Asahikewa

AI. y0走ogaT',ai metaceTcariae were tecognized on the far eestern daces (フ'. t4ι之alj0τυS'iι

in 小e present study.1t W8S revealed 血at thi5 is the new recotd ofthe second lntermediate

host of iヤ1. y0ιogau,4i in Japan.

KENJI MIYAMOTO AND HARUHIKO KUTSUMI

(Dι,4r'"ιC"ι oj',α1'4$it010gJ,, Asahiιαキ0a Alfdi'aι

('0ιιιge, AS4h託4U,4,078-11, J4,4井)


